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渡辺隆紀氏は平成30・31年度研究開発班終了後、研究成果について「Ultrasound in Med. 

& Biol., Vol.47,No.11, pp. 3111-3121, 2021」に掲載されました。その和文抄録を掲載

致します。
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「乳癌の診断における B モード、カラードプラおよびエラストグラフィの有用性-1351 例の

乳房充実性腫瘤を対象とした CD-CONFIRM 多施設研究-」(Open access 論文)
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乳房の良性病変と悪性病変の鑑別におけ

るカラードプラ超音波（CD）の有用性につ

いては、いまだに意見が分かれている。我々

の先行研究である日本乳腺甲状腺超音波学

会（JABTS）の BC-04 研究（悪性：839 例，

良性：569 例）において、CD は乳癌の診断

に有用であることが判明し、CD 診断基準を

作成した。今回の研究（CD-CONFIRM 研究）

の第一の目的は、我々が作成した CD 診断基

準の有用性を評価することある。第 2 の目

的は、CDとエラストグラフィの関係を評価

することである。13 施設から登録された悪

性 639 例、良性 712 例の乳房腫瘤の超音波

画像を評価した。B-mode のみの感度は非常

に高く、CDでは有意に改善されなかったが、

特異度は CD で有意に改善された（61.2%→

69.2%, p < 0.0001）。さらに、B-mode と CD

を組み合わせた特異度は、エラストグラフ

ィを加えることでさらに向上した（72.8%→

79.0%, p < 0.0001）。本研究では、我々が

作成した CDの診断基準は有用であり、また

CDとエラストグラフィは独立していること

がわかった。

(https://doi.org/10.1016/j.ultrasmedbio.2021.07.009)


